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１研究の背景
沿岸部に位置している宇和島市は津波被害が
大きいと予想されるため津波による人的被害
を最小限に抑えるために事前復興が効果的と
考え、宇和島市の事前復興について研究する
こととした。 水産高校～宇和島城
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２事前復興案

より迅速に安全に避難できる避
難経路の設定
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３研究の手法

４今後の課題と取り組み

・できるだけ危険でない避難経路を設定した。
・海から最も近い水産高校をスタート地点とした。
・どこが一番近くて安全な避難場所であり、避難経路かを
調べた。

Go‐ Proを使った、避難経路の撮影や快適で安全な避難所づくりを今後の取り組みとして調べ
ていきたいです。

東日本大震災 岩手県大船渡市最大の高波
地震発生から32分後…8.0m以上
南海トラフ巨大地震 予想最大の高波
太平洋沿岸の広い地域で10m以上

東日本大震災と予想され
る南海トラフ巨大地震の
津波到達時間の比較


